
者
の
皆
さ
ん
が
高
校
生
だ
っ
た
こ
ろ
か
ら
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
新
課
程
で
は「
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」（
図
3
）を
目

指
し
て
お
り
、
各
教
科
・
科
目
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
や
授
業
は
図
3
に
挙
げ
た
よ
う
な
点
か
ら

再
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
授
業
の
様
子
も
、

先
生
の
解
説
を
聞
き
、
黒
板
を
写
し
、
知

識
や
解
法
を
覚
え
て
問
題
を
解
く
…
と
い
う

一
斉
授
業
ス
タ
イ
ル
か
ら
、
生
徒
同
士
が
話

し
合
い
学
び
合
う
ペ
ア
ワ
ー
ク
や
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
、
発
表
な
ど
の
シ
ー
ン
が
多
く
あ
る
、

よ
り
能
動
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す（
こ
う

し
た
学
び
は「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
と

呼
ば
れ
ま
す
）。

　

加
え
て
、
こ
れ
ら
の
資
質
・
能
力
を
学
校

と
社
会
と
が
連
携
し
て
育
て
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
の
も
特
徴
で
す
。
具
体
的
に
は
、

高
校
生
が
地
域
住
民
や
行
政
と
一
緒
に
地

域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
だ
り
、
企
業
や

大
学
な
ど
と
協
働
し
て
研
究
や
商
品
開
発

　

お
子
さ
ん
が
学
校
か
ら
持
ち
帰
っ
た
時
間

割
表
や
シ
ラ
バ
ス
を
見
て
、
ご
自
身
の
高
校

時
代
と
の
違
い
に
驚
か
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
高
校
は
、
文
部
科
学
省
が
定
め
る
教

育
課
程（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）の
基
準
で
あ
る「
学

習
指
導
要
領
」
に
基
づ
き
、
教
育
を
行
っ
て

い
ま
す
。
現
行
の
学
習
指
導
要
領
は

2
0
2
2
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
て
お
り
、
新

し
い
教
育
課
程（
以
下
、
新
課
程
）に
基
づ
き
、

各
都
道
府
県
や
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ

る
教
育
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
地
域
や
学
校

に
よ
り
取
組
に
差
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で

は
新
課
程
の
特
徴（
図
1
）に
つ
い
て
解
説
し

て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
高
校
教
育
で
は
、
知
識
や
技

能
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
近
年
、
そ
の
あ
り
方
が
大
き
く
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
新
課
程
に
お
い
て
も
、

子
ど
も
た
ち
が
未
来
社
会
を
切
り
拓
く
た

め
の「
資
質
・
能
力
」
を
育
成
す
る
こ
と
に

重
き
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
資
質
・
能

力
は
、「
知
識
・
技
能
」「
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
等
」「
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性

等
」の
3
つ
の
柱（
図
2
）か
ら
な
り
、
身
に
つ

け
た
知
識
や
ス
キ
ル
を
相
互
に
関
連
づ
け
な

が
ら
活
用
す
る
力
や
、
物
事
を
主
体
的
に
捉

え
て
能
動
的
に
学
ぶ
姿
勢
や
意
欲
を
育
む
こ

と
が
大
事
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
3
つ
の
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る

た
め
の
授
業
の
進
め
方
や
学
び
方
も
、
保
護

未
来
社
会
を
切
り
拓
く
た
め
の

資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
教
育
へ

2022年度から実施されている学習指導要領の下、高校の教育は大きく変わりつつあります。
学びのあり方や授業の進め方、そして科目構成や必修科目も、保護者世代の高校時代とは異なります。

保護者が気になるポイントについて解説していただきます。

はしだ・ひろし●2000年に文部省（当時）に入省。教育委員会、国立大学法人等の担当を経て、2009年から秋田県教育委員会にて義務
教育課長等として勤務。2012年から文部科学省にて教育課程、大学入試等の担当後、東京オリンピック・パラリンピック、教育再生実行会
議、幼児教育等の担当を経て、2024年８月より現職。

文部科学省初等中等教育局参事官（高等学校担当）

橋田 裕さん

取材・文／笹原風花

高校の学習指導要領
（2022年度施行）の
教育内容の主な改善事項

図1

● 言語能力の確実な育成
● 理数教育の充実
● 伝統や文化に関する教育の充実
● 道徳教育の充実
● 外国語教育の充実
● 職業教育の充実
● 主権者教育、消費者教育、
 防災・安全教育などの充実
● 情報教育の充実

※本記事は、取材時点（2026年1月）での情報をもとに作成しています。
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の
興
味
・
関
心
に
基
づ
き
、
課
題（
テ
ー
マ
）

を
設
定
す
る
。
課
題
に
つ
い
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
や
実
験
な
ど
を
通
し
て
情
報
を
集
め

る
。
デ
ー
タ
を
整
理
・
分
析
し
、
考
察
す
る
。

実
際
の
ア
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
し
て
、
課
題
の

解
決
策
を
模
索
す
る
。
自
分
の
意
見
や
考

え
を
ま
と
め
て
表
現
す
る
。
こ
う
し
た
サ
イ

ク
ル（
図
4
）を
繰
り
返
し
、
正
解
の
な
い
問

い
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
、
自
分
な
り
の
答
え

を
見
出
し
て
い
き
ま
す
。

　

総
合
的
な
探
究
の
時
間
の
ほ
か
、「
地
理
探

究
」「
日
本
史
探
究
」「
世
界
史
探
究
」「
理
数

探
究
」
と
いっ
た
探
究
科
目（
い
ず
れ
も
必
履

修
科
目
外
）も
あ
り
、
探
究
と
名
の
つ
か
な

い
科
目
で
も
探
究
的
な
学
び
が
盛
り
込
ま
れ

　

新
た
な
教
科
と
し
て「
情
報
」が
加
わ
っ
た

の
も
押
さ
え
て
お
き
た
い
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

情
報
化
社
会
が
進
み
、
一
般
常
識
や
教
養

と
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
デ
ー
タ
活
用
な
ど
の
基

礎
を
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

な
か
、「
情
報
Ⅰ
」
が
文
系
・
理
系
問
わ
ず
必

履
修
科
目
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
情
報

の
授
業
以
外
の
シ
ー
ン
で
も
デ
ジ
タ
ル
活
用
が

進
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
文
部
科
学
省
が

進
め
る「
高
等
学
校
D
X
加
速
化
推
進
事
業

（
D
X
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）」で
は
年
間
1
0
0
0

な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
動
か
し
た
り
と
、
社

会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
へ
と
変
化
し
て
い

ま
す
。
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
ぜ
ひ
学
校

の
授
業
参
観
や
活
動
発
表
会
な
ど
に
足
を
運

び
、
そ
の
変
化
を
肌
で
感
じ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

新
課
程
で
は
、
一
部
の
教
科
・
科
目
で
構

成
や
必
履
修
科
目
が
変
わ
り
ま
し
た
。
新
し

い
学
び
を
象
徴
す
る
の
が
、
必
履
修
科
目
で

あ
る「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」で
す
。「
探

究
」と
は
、
教
科
横
断
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型（
課

題
発
見
・
解
決
型
）の
学
び
の
こ
と
。
自
分

て
い
る
の
が
新
し
い
教
育
課
程
の
特
徴
で
す
。

教
科
書
の
内
容
を
た
だ
覚
え
る
の
で
は
な
く
、

あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
調
べ
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン

な
ど
を
通
し
て
理
解
を
深
め
、
ま
と
め
て
発

表
す
る
と
いっ
た
授
業
の
あ
り
方
や
、ペ
ー
パ
ー

テ
ス
ト
の
結
果
に
限
ら
な
い
成
績
・
評
価
は
、

ど
の
科
目
で
も
新
し
い
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
変
化
は
大
学
入

試
の
変
化（
詳
細
は
P
a
r
t
3
を
参
照
）と

も
相
ま
っ
て
お
り
、
高
校
で
の
探
究
学
習
を

大
学
入
試
や
そ
の
後
の
大
学
で
の
学
び
や
研

究
に
つ
な
げ
る
生
徒
も
い
ま
す
。

「
探
究
」「
情
報
」「
公
共
」
…

新
し
い
教
科
・
科
目
が
登
場

主体的・対話的で深い学びの具体例図3

● 学ぶことに興味や関心をもつ 
● 自己のキャリア形成の方向性と関連づける
● 見通しをもって粘り強く取り組む
● 自己の学習活動を振り返って次につなげる

●  生徒同士が協働する
● 教職員や地域の人と対話する
● 先哲の考え方を手掛かりに考える

● 各教科などの特質に応じた  「見方・考え方」を働かせる
● 知識を相互に関連づけてより深く理解する
● 情報を精査して考えを形成する
● 問題を見いだして解決策を考える
● 思いや考えを基に想像する

どのように社会・世界と関わり、
よりよい人生を送るか

何を知っているか、
何ができるか

知っていること・
できることをどう使うか

育成すべき資質・能力の3つの柱図2
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の
で
す
。
こ
れ
に
伴
い「
公
立
高
校
離
れ
」が

懸
念
さ
れ
て
お
り
、
公
立
高
校
に
お
子
さ
ん

を
通
わ
せ
て
い
る
保
護
者
の
方
は
、
不
安
を

感
じ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
う
し
た
な
か
、
公
立
高
校
や
専
門
高
校

（
商
業
や
工
業
な
ど
専
門
分
野
に
つ
い
て
学
ぶ

高
校
）へ
の
支
援
拡
充
を
図
る
た
め
、
高
校

無
償
化
と
あ
わ
せ
て
実
現
す
る
の
が「
高
等

学
校
教
育
改
革
促
進
基
金
」の
創
設
で
す
。

こ
れ
は
公
立
高
校
を
所
管
す
る
都
道
府
県
に

設
置
さ
れ
る
も
の
で
、
国
が
令
和
7
年
度
中

に
提
示
す
る「
高
校
教
育
改
革
に
関
す
る
基

本
方
針（
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン（
仮
称
））」
に

沿
っ
た
緊
要
性
の
高
い
取
組
に
つ
い
て
、
先
行

的
に
支
援
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
令

和
７
年
度
の
補
正
予
算
と
し
て
約
3
0
0
0

　

こ
う
し
た
高
校
教
育
の
変
化
の
背
景
に
は
、

社
会
の
変
化
が
あ
り
ま
す
。
A
I
が
目
覚
ま

し
い
進
化
を
遂
げ
る
な
か
、
知
識
や
技
能
の

面
で
は
人
間
は
A
I
に
敵
わ
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
変
化
が
激
し
く
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
や
多
様
な
価
値
観
が
渦
巻
く
今
の

社
会
で
は
、
何
が
正
し
い
の
か
を
自
分
で
判

断
し
て
行
動
す
る
こ
と
、
新
し
い
視
点
で
物

事
を
見
て
変
革
を
起
こ
す
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
加
え
て
、
成
人
年
齢
が
18
歳
に
引

き
下
げ
ら
れ
、
社
会
で
求
め
ら
れ
る
資
質
・

能
力
を
高
校
時
代
に
育
み
、
未
来
の
創
り

手
と
し
て
世
に
送
り
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
い
う
状
況
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
時
代
を
生
き
抜
き
、
社
会
の
担
い
手
と

し
て
活
躍
す
る
た
め
に
、
今
、
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
や
、
自
ら
課
題
を
見
出
し

解
決
す
る
探
究
的
な
学
び
、
そ
し
て
、
新
し

い
教
科
・
科
目
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

高
校
教
育
に
お
け
る
ホ
ッ
ト
な
話
題
の
一

つ
が
、
い
わ
ゆ
る「
高
校
無
償
化
」（
高
等
学

校
等
就
学
支
援
金
の
拡
充
）で
す
。
令
和
8

年
度
よ
り
「
所
得
制
限
な
し
」で
、
公
立
高

校
に
通
う
生
徒
に
は
11
万
8
8
0
0
円
、
私

立
高
校
に
通
う
生
徒
に
は
45
万
7
2
0
0
円

を
上
限
に
就
学
支
援
金
が
支
給
さ
れ
る
も
の

で
、
家
庭
の
教
育
費
負
担
の
軽
減
を
図
る
も

校
以
上
を
採
択
し
て
お
り
、「
情
報
Ⅱ
」
等
の

開
設
を
求
め
る
な
ど
、
国
と
し
て
も
デ
ジ
タ

ル
人
材
の
育
成
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
社
会（
地
理
歴
史
・
公
民
）の
科

目
構
成
が
変
わ
り
、「
地
理
総
合
」
と
日
本
・

世
界
の
近
・
現
代
史
を
中
心
に
扱
う
「
歴
史

総
合
」、
さ
ら
に
、
社
会
参
画
に
つ
い
て
学
ぶ

「
公
共
」
が
必
履
修
科
目
と
な
っ
て
い
ま
す

（
図
5
）。
社
会
科
目
と
い
う
と
、
年
表
通

り
に
出
来
事
を
学
ん
だ
り
、
年
号
や
用
語
を

覚
え
た
り
と
い
っ
た
印
象
が
強
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
新
課
程
で
は
日
本
と
世
界
の
関

係
性
や
政
治
・
社
会
に
つ
い
て
個
々
の
テ
ー
マ

に
即
し
て
深
掘
り
し
、
自
分
な
り
の
考
え
を

構
築
す
る
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
校
無
償
化
と
セ
ッ
ト
で

公
立
高
校
へ
の
支
援
も
拡
充

A
I
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
の

本
質
的
な
学
び
が
重
要
に
な
る

探究のサイクル図4

新課程における社会科目の構成図5

持続可能な社会づく
りを目指し、地理的
環境と人間の営み
との関わりに着目し
て現代の地理的な
諸課題を考察する。

現代世界の諸事象
を系統的に、諸地
域を地誌的に考察
し、これからの日本
の持続可能な国土
の在り方について探
究する。

歴史の推移や変化
を踏まえ、課題の解
決を視野に入れて、
世界とその中におけ
る日本について、現
代的な諸課題の形
成に関わる近現代
の歴史を考察する。

我が国の歴史の展
開について、世界
の歴史や歴史を構
成する様々な要素に
着目して、総合的に
広く深く探究する。

世界の歴史の大き
な枠組みと展開に
ついて、地理的条
件や日本の歴史と
関連付けて、広く深
く探究する。

他者と共に生きる主
体を育むために、現
代に生きる人間の
倫理的課題につい
て探究し、自立して
思索する。

国家及び社会の形
成に、より積極的
な役割を果たす主体
を育むために、現実
社会の諸課題を広
く深く探究する。

現代社会の諸課題
の解決に向けて、
自立するとともに他
者と協働して、公
共的な空間を創る
主体として選択・判
断の基準を身に付
け、考察する。
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各都道府県に基金を設置し、類型に応じた高校教育改革を先導する拠点のパイロットケースを創出し、取組・成果を域内の高校に
普及する。

N
-E
.X
.T

（
ネ
ク
ス
ト
）※1
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
構
想

〜
」の
骨
子
に
つ
い
て
も
、
簡
単
に
ご
紹
介
し

て
お
き
ま
す
。
こ
れ
は
2
0
4
0
年
に
向
け

た
高
校
改
革
に
つ
い
て
の
構
想
が
ま
と
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。
保
護
者
の
方
に
ぜ
ひ
知
っ
て
お

い
て
い
た
だ
き
た
い
の
が
、
前
提
と
な
る

「
2
0
4
0
年
問
題
」で
す
。

　

今
の
高
校
生
が
30
代
を
迎
え
る
2
0
4
0

年
に
は
、
少
子
高
齢
化
、
生
産
年
齢
人
口
の

減
少
、
地
方
の
過
疎
化
な
ど
が
よ
り
深
刻
化

し
、
産
業
構
造
や
社
会
シ
ス
テ
ム
の
変
化
に

よ
る
労
働
力
の
需
要
・
供
給
の
ギ
ャッ
プ
、
理

系
人
材
の
不
足
と
い
っ
た
問
題
が
顕
在
化
し

ま
す
。
な
か
で
も
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い

　

2
0
2
5
年
11
月
に
公
表
し
た「
高
校
教

育
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針（
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン（
仮
称
））〜
2
0
4
0
年
に
向
け
た

億
円
が
計
上
さ
れ
、
高
校
教
育
改
革
を
先

導
す
る
パ
イ
ロッ
ト
校
に
対
し
て
3
カ
年
程
度

で
支
援
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た（
図
6
）。

も
し
か
す
る
と
お
子
さ
ん
が
通
う
高
校
や
地

域
で
も
、
こ
の
事
業
が
推
進
さ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

の
が
、「
職
業
間
・
学
歴
間
の
ミ
ス
マッ
チ
」で
す

（
図
7
）。
2
0
4
0
年
の
労
働
需
要
と
労
働

供
給
と
を
比
較
す
る
と
、
専
門
的
・
技
術

的
職
業
、
特
に
A
I
や
ロ
ボ
ッ
ト
活
用
を
担

う
人
材
は
か
な
り
不
足
す
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
ま
た
、
生
産
工
程
や
輸
送
・
機
械

運
転
、運
搬・清
掃・包
装
な
ど
の
エッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
不
足
も
顕
著
で
す
。
一
方
、

事
務
や
販
売
、
サ
ー
ビ
ス
と
いっ
た
職
業
で
は

人
材
が
過
剰
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
加
え
て

学
歴
を
見
る
と
、
理
系
人
材
不
足
が
顕
著

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
課
題
か
ら
、
社
会
変
革
を
見

据
え
た
徹
底
し
た
高
校
教
育
改
革
が
不
可

2
0
4
0
年
、職
業
・
学
歴
間
の

ミ
ス
マ
ッ
チ
が
顕
在
化
す
る

※1  「N-E.X.T（ネクスト）ハイスクール」は「New Education, New Excellence, New Transformation of High Schools」の略。

高等学校教育改革促進基金の創設
（ネクストハイスクール構想）の主な事業内容

図6

技術革新のスピードが加速する時代に適した課題解決能力の獲得に向け、探究的・実践的な学び
の積み重ねや深まりのある学びを実現する。

人口減少地域に、魅力ある学びの選択肢を増やすため、地域の教育資源を活かした学びや遠隔授
業を活用した学びの提供を実現する。

先進的な新たな知を生み出す力を育成するため、理数的素養を身に付けつつ、自ら問いを立て、解
決する研究を行う高等教育を見据えた文理融合の学びを実現する。
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欠
だ
と
い
う
こ
と
で
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の

骨
子
で
は
大
き
く
3
つ
の
視
点
※2

を
設
定
。

今
後
は
こ
の
視
点
に
基
づ
き
、
具
体
的
な
施

策
や
取
組
を
進
め
て
い
く
計
画
で
す
。

　

そ
し
て
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
あ
わ
せ
て
、

次
期
学
習
指
導
要
領
に
向
け
た
検
討
も
進

ん
で
い
ま
す
。「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学

び
の
実
装
」「
多
様
性
の
包
摂
」「
実
現
可
能

性
の
確
保
」の
三
位
一
体
で
、
多
様
な
子
ど

も
た
ち
の
深
い
学
び
を
確
か
な
も
の
に
す
る

こ
と
を
主
旨
と
し
て
い
ま
す
。
目
指
す
の
は
、

「
生
涯
に
わ
た
っ
て
主
体
的
に
学
び
続
け
、
多

様
な
他
者
と
協
働
し
な
が
ら
、
自
ら
の
人
生

を
舵
取
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
民
主
的
で

持
続
可
能
な
社
会
の
担
い
手
」
を
み
ん
な
で

育
む
こ
と
。
そ
の
た
め
に
教
育
現
場
で
大
事

に
な
る
の
が
、生
徒
の「
好
き（
興
味
・
関
心
）」

を
育
み
、「
得
意
」
を
伸
ば
す
こ
と
、
そ
し
て
、

当
事
者
意
識
を
も
っ
て
自
分
の
意
見
を
形
成

し
、
対
話
・
合
意
で
き
る
力
を
育
む
こ
と
で

す
。特
に
、生
徒
の「
好
き
」を
育
み
、「
得
意
」

を
伸
ば
す
、
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
こ
れ
か

ら
の
高
校
教
育
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
も
な
る
あ
り

方
で
す
。
保
護
者
の
方
々
に
も
ぜ
ひ
同
じ
思

い
で
、
わ
が
子
の
選
択
や
挑
戦
を
応
援
し
て

あ
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　AIの存在感、産業構造や職業のあり方

など、私たちを取り巻く社会環境がどんどん

と変化するなか、大事なのは、どのような

状況になっても自分の力で道を切り拓き、

生き抜く力を身につけておくことだと思いま

す。そのためには人とは違う「強み」を磨く

ことが有効であり、私たちが目指す子どもた

ち一人ひとりの「好き」や「得意」を伸ばす

高校教育というのは、まさにそれを実現する

ためのものです。これから進路選択を迎え

るお子さんに対しても、偏差値や知名度だ

けで選ぶのではなく、自分の好きなものや

得意なことを伸ばすという視点で選ぶよう、

一緒に考えていただけるとよいのではないか

と思います。

　これからの時代を生きていくのは子どもた

ち自身です。学校の成績や大学受験など

目先のことに不安になる気持ちもよくわかり

ますが、世の中はこんなにも大きく変わって

います。そして、これからますます変わって

いきます。ぜひ、10年後、20年後と、中

長期的な視点でわが子の幸せを考えてみて

いただきたいと思います。

2040年問題　職業間・学歴間のミスマッチ図7

※「2040年の産業構造・就業構造推計について」（2025年5月経済財政諮問会議 武藤経済産業省大臣提出資料）をもとに作成

生
徒
の「
好
き
」を
育
み
、

「
得
意
」を
伸
ば
す
教
育
へ

※2 ◎視点１：不確実な時代を自立して生きていく主権者として、AIに代替されない
能力や個性の伸長。◎視点2：我が国の経済・社会の発展を支える人材育成。
◎視点3：一人一人の多様な学習ニーズに対応した教育機会・アクセスの確保。
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